
20歳の抱負
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令
和
6
年
南
関
町
二
十
歳
の
集

い（
主
催
：
実
行
委
員
会
）が
１
月

４
日
、南
の
関
う
か
ら
館
で
開
催
さ

れ
、出
席
し
た
51
人
が
華
や
か
な
振

袖
や
新
調
し
た
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、

同
級
生
と
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　

本
年
度
町
で
は
68
人
が
20
歳
を

迎
え
ま
す
。式
で
は
、南
関
中
学
校

3
年
生
元
担
任
の
前
田
保
憲
さ
ん

が一人
ひ
と
り
の
名
前
を
呼
び
あ
げ

る
と
、出
席
者
は
元
気
よ
く
返
事
。

20
歳
を
迎
え
る
に
あ
た
り
大
人
の

自
覚
を
持
ち
、夢
に
向
か
い
努
力
す

る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。式
の
後
に

は
、中
学
生
の
頃
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

が
上
映
さ
れ
、同
級
生
の
懐
か
し
い

姿
に
会
場
か
ら
は
歓
声
や
笑
い
声

が
響
き
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
を
代
表
し
て
長は

せ
が
わ

谷
川

璃り

と翔
さ
ん
は「
そ
れ
ぞ
れ
進
む
道
は

違
っ
て
も
同
じ
故
郷
を
思
う
者
同

士
、困
っ
た
と
き
は
支
え
合
い
、助
け

合
い
な
が
ら
逞
し
く
自
分
の
道
を

歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。社
会
へ
出

て
困
難
な
こ
と
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き

も
、挫
け
ず
前
を
向
い
て
精
進
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
保
護
者
や
教

員
な
ど
出
会
って
き
た
人
た
ち
に
感

謝
し
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

祝
辞
で
佐
藤
町
長
は「
故
郷
に

誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、夢
や
希
望

を
抱
い
て
自
分
の
信
じ
た
道
を
切

り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
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DXで利便性向上・業務の
効率化を目指す

（株）JAPANDXと｢自治体DX推進に関する
包括連携協定」締結

　12月19日、町は自治体のDXに関する取り組みを効果的
に推進することを目的に、㈱JAPANDX（東京都）と包括
連携協定を締結しました。この協定では、専門性の高い講
師によるDX人材の育成や、行政サービスの窓口となるソ
リューションの提供など、南関町のデジタル化に大きく貢献
することが期待されます。佐藤町長は「この協定を機に、南
関町のDXを強力に推進するためのご支援、ご助言をいた
だき、町の発展に大きく寄与してほしい」と思いを述べました。

スポーツを
より楽しめる環境づくりを

｢南関町社会体育施設等の
指定管理に関する基本協定」調印式

　12月14日、町は社会体育施設等の適正な保全や利用
促進、ライフサイクルを通じた町民のスポーツ振興を目的に、
NPO法人A-lifeなんかんと基本協定調印式を行いました。
この協定は、民間のノウハウを活用し「利用者に喜んでい
ただけるサービスの提供」、「地域と連携した地域貢献活
動」、「町の魅力を広く発
信」の3つを主眼に、各施
設の特色を活かした魅力
的で持続可能なスポーツ
環境づくりの推進を目指し
ます。佐藤町長は「この
協定を機に、公民連携の
パートナーとしてより一層
のサービス向上と地域活
性化につなげ、南関町の
地域価値とスポーツの価
値向上に寄与してほしい」
と述べました。

▲佐藤町長（左）
　A-lifeなんかんの原口理事長（右）

▲（株）JAPANDXの三川取締役社長（左）、佐藤町長（右）

ついに来た！ 夢と希望の詰まった
大谷グローブ

一小　大谷翔平選手のグローブ贈呈式
　米大リーグ・ドジャースの大谷翔平選手が全国の小
学校に寄贈したグローブが、冬休み期間中に町内4つの
小学校にそれぞれ3つずつ配付され、南関第一小学校

（唐
か ら つ と も ひ こ

津智彦校長）では、1月10日に1年生教室で贈呈式を
行いました。前日のリモートで行った冬休み明け集会の中
で、大谷選手から贈られたグローブを紹介。この日お披露
目されたグローブを前に児童らは歓声を上げて喜び、興味
津々で手に取って感触を確かめました。また、大谷選手から

「このグローブが私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけ
るためのシンボルになることを望んでいます。野球しようぜ」
とのメッセージも届きました。グローブは全ての児童が手に
取れるよう各学年の教室を順番に回り、今後の使い方につ
いては、児童会を中心に検討されます。

笑顔を届けられるようなプレーを
大里桃子選手がバーディー数に応じて寄付

　町出身で女子プロゴルファーの大
おおさと

里桃
も も こ

子選手が12月
20日に佐藤町長を訪問し、今シーズンのツアーで獲得した
バーディー数232回×千円分の23万2千円を町に寄付しま
した。大里選手は、子どものころから応援してもらっていた
町の役に立てればと、4年前から寄付を実施。町民へ向け

「故郷から試合を見て応援してくれる人たちがいることは
とても心強く、大きな励みになっている」と感謝の言葉を送
るとともに「来年は今年よりも良い結果を残し、応援してくれ
る人たちの期待に答え、皆さんに恩返しできるようにがんば
りたい」と抱負を語りました。
　寄付金は、町全体のスポーツ振興や中学校のスポーツ
活動などに活用される予定です。
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